別表第2(第3条関係)　単労職給料表初任給基準表
職種
学歴免許等
初任給
上限

技能職員
高校卒
1級5号給
1級17号給


中学卒
1級3号給
1級17号給

労務職員(甲)
高校卒
1級5号給
1級20号給

労務職員(乙)
中学卒
1級3号給
1級14号給

備考
1　職種欄の各区分は、その区分に応じて次の各号に掲げる者に適用する。
(1)　技能職員
ア　電話交換手
イ　総トン数30トン未満の漁船、総トン数5トン未満の船舶その他これらに準ずる船舶に乗り組む者
ウ　印刷技手
エ　調理師
オ　自動車運転手
カ　建設機械操作手、汽かん士等でその就業に必要な免許等の資格を有するもの
キ　上記のイからカまでに掲げる者の業務に準ずる技能的業務に従事する者
(2)　労務職員(甲)　守衛等巡視、監視、警備等の業務に従事する者
(3)　労務職員(乙)　用務員等庁務に従事する者及び寮母(父)、看護助手、農務員、土木工員、洗濯婦等労務に従事する者
2　学歴免許等欄の区分は、職員の初任給、昇格、昇給等に関する規則(昭和49年規則第1号)別表第3の学歴免許等資格区分表に定めるところによる。ただし、前項第1号のオ又はカに掲げる者で、その者の有する学歴免許等の資格が同表の高校卒の区分よりも下位の区分に属するものについては、その者の学歴免許等の資格にかかわらず、高校卒の区分によるものとする。
3　第1項第1号のオ又はカに掲げる者の経験年数は、その就業に必要な免許等の資格取得後のものとする。
4　新たに単労職員となった者のうち学歴免許等欄に掲げる学歴免許等の資格を取得した時以後の経験年数を有する者の給料月額は、初任給基準表に定める号給の号数に、当該経験年数の月数を18月(当該経験年数のうち、第1項第1号のオ又はカに掲げる者については、3年までは12月、3年を超え9年3月までは15月、第1項第1号のイからエまで及びキに掲げる単労職員で高校卒(中学卒で経験年数が3年を超える者は3年を減じて高校卒と同様に決定する。)の者については、3年までは12月、3年を超え9年3月までは15月、同項第1号のアに掲げる単労職員で高校卒(中学卒で経験年数が3年を超える者は3年を減じて高校卒と同様に決定する。)の者については、3年までは12月、3年を超え4年3月までは15月、第1項第2号に掲げる単労職員については、10年までは15月、第1項第3号に掲げる単労職員については、8年までは12月)で除して得た数(1に満たない端数は切り捨てる。)を加えて得た数を号数とする号給とする。ただし、初任給基準表に掲げる上限号給(第1項第1号のアに掲げる者については11号給)を超えることはできない。
5　前各項に規定するもののほか、経験年数の換算、修学年数の調整その他初任給、昇給等の取扱いについては、給与条例の適用を受ける一般職の職員の例による。
